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平成 22年（2010年）

12／１号
No. 1041

《
今
号
の
主
な
内
容
》

・「
湧
（
ゆ
う
）
水
・
清
流
保
全
都
市
宣
言
」（
仮
称
）
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す 

２
面

・　

年
度
上
半
期
に
お
け
る
市
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

４
面

２２
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
お
貸
し
し
ま
す 

６
面

　
　

月
１
日
（
水
）
～
７
日
（
火
）

１２
は
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
交
通
安
全
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
期
間
で
す
。　　

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
春
・

秋
と
並
ぶ
「
第
三
の
交
通
安
全
運

動
」
と
し
て
都
内
で
実
施
さ
れ
る

も
の
で
、「
交
通
事
故
と
渋
滞
の
な

い
東
京
」
を
目
指
し
て
、
交
通
ル

ー
ル
の
順
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ

ー
の
実
践
を
都
民
に
呼
び
掛
け
る

こ
と
に
よ
り
、
年
末
期
に
お
け
る

交
通
事
故
や
交
通
渋
滞
の
防
止
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
重
点
項
目
は

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
②
二

輪
車
の
交
通
事
故
防
止
③
自
転
車

の
安
全
利
用
の
推
進
④
飲
酒
運
転

の
根
絶
⑤
違
法
駐
車
対
策
の
推
進

で
す
。

　

昨
年
の
統
計
で
は
、
都
内
だ
け

で
な
く
、
全
国
で
も　

月
に
最
も

１２

多
く
の
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー

ル
を
守
る
こ
と
に
よ
り
、
事
故
の

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

「
飲
酒
運
転　

す
る
も

さ
せ
る
も　

犯
罪
者
」

　
　

月　

日
（
金
）
～　

日
（
木
）

１２

１０

１６

は
「
飲
酒
運
転
さ
せ
な
い
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間
で
す
。

　

都
内
に
お
け
る
飲
酒
運
転
に
よ

る
交
通
事
故
は
減
少
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
今
年
９
月
末
現
在
で
死

亡
事
故
が
６
件
発
生
す
る
な
ど
、

飲
酒
運
転
の
根
絶
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　

飲
酒
運
転
は
重
大
事
故
に
直
結

す
る
悪
質
な
犯
罪
で
す
。「
飲
ん
だ

ら
乗
ら
な
い
・
乗
る
な
ら
飲
ま
な

い
・
飲
ん
だ
人
に
は
乗
ら
せ
な
い
」

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
田
無
警
察
署
緯
４
６

７
・
０
１
１
０
ま
た
は
市
都
市
計

画
課
街
路
交
通
計
画
係
緯
４
７

０
・
７
７
６
８
へ
。

　

東
京
消
防
庁
管
内
で　

年
中

２１

に
発
生
し
た
す
べ
て
の
火
災
に

占
め
る
放
火
火
災
の
割
合
は
、

３
割
を
超
え
て
い
ま
す
（　

年
２１

中
の
東
京
消
防
庁
の
デ
ー
タ
に

よ
る
。
以
下
同
じ
）。

　

放
火
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
な

場
所
で
発
生
し
て
い
る
の
か
そ

の
傾
向
を
み
る
と
、
放
火
以
外

の
火
災
で
は
人
々
が
活
動
す
る

朝
か
ら
夜
間
に
か
け
て
多
く
発

生
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
放

火
火
災
は
人
々
が
睡
眠
す
る
深

夜
か
ら
早
朝
の
時
間
帯
に
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
午
前

零
時
台
～
５
時
台
と
午
後　

時
１１

台
の
時
間
帯
の
放
火
火
災
の
占

め
る
割
合
が
高
く
、
４
割
以
上

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

放
火
さ
れ
た
場
所
に
つ
い
て

は
、
放
火
火
災
全
体
の
う
ち
建

物
関
係
が
約
４
割
で
、
中
で
も

外
部
か
ら
侵
入
が
容
易
な
廊
下
、

玄
関
ホ
ー
ル
、
階
段
な
ど
の
共

用
部
分
へ
の
放
火
が
４
割
以
上

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建

物
の
外
周
部
、
施
錠
さ
れ
て
い

な
い
倉
庫
や
車
庫
に
も
放
火
さ

れ
て
い
ま
す
。
建
物
以
外
へ
の

放
火
は
約
６
割
で
、
ご
み
捨
て

場
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
く
ず
や

紙
く
ず
、
販
売
促
進
用
の
看
板

や
の
ぼ
り
旗
な
ど
へ
の
放
火
が

多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
上
半
期
（
１
月
～
６

月
）
に
、
放
火
に
よ
る
火
災
が

東
京
消
防
庁
管
内
で
既
に
７
６

５
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
放
火
防
止

に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
ぐ

る
み
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
放
火
さ

れ
な
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

　

冬
本
番
を
迎
え
、
空
気
が
乾
燥
す
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
火

災
件
数
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
火
災
の
出
火
原
因
と
し
て
最
も
多
い
の
は
、
放

火
（
放
火
の
疑
い
を
含
む
、
以
下
「
放
火
」）
で
、
こ
の
傾
向
は
東

久
留
米
市
に
お
い
て
も
同
じ
で
す
。

　

放
火
火
災
を
防
ぐ
対
策
の
基
本
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
自
ら
放

火
火
災
に
対
す
る
危
機
意
識
を
持
ち
、
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
す
。
今
号
で
は
、
放
火
火
災
を
防
ぐ

た
め
の
注
意
点
を
紹
介
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
防
災
防
犯
課
（
内
線
２
２
２
５
）
ま
た
は
東
久
留

米
消
防
署
防
火
査
察
係
緯
４
７
１
・
０
１
１
９
へ
。
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時間帯別発生件数（放火） 時間帯別発生件数（放火以外）

２１年中　時間帯別放火・放火の疑いによる火災発生状況（東京消防庁管内）

放火放火放火
多発するのは　　の「冬」「冬」「冬」「夜間」「夜間」「夜間」

にご注意くださいにご注意くださいにご注意くださいにご注意ください

●建物への放火に注意
　建物に放火されたケースをみると、建物外周部、倉庫・

物置、共同住宅などの玄関ホール・階段室等の共用部分

など、侵入されやすい場所や人気のない暗がりが目立ち

ます。

　侵入を防ぐという観点からは、施錠管理をきちんと行

うこと、照明器具を設置すること、防犯器具として市販

されている侵入監視センサーなどを設置して警戒するこ

となどが、放火火災を防止する上で有効です。また、建

物の周囲に燃えやすい物を放置せず、きちんと片付けて

おくようにしましょう。夜間無人となる工事現場や空き

家なども同様の措置を講じるとともに、敷地内への侵入

を防ぐための囲いなどの設置、巡回などに努めましょう。

●ごみへの放火に注意
　ごみを回収する場所でのごみや放置された古新聞・雑

誌などに、夜間に放火される事例が多く見られます。ご

みは決められた日の朝に出すなどのルールを、地域ぐる

みで守るようにしましょう。

●車両への放火に注意
　路上や屋外駐車場に駐車した車のボディーカバーや荷

台に放火する例、施錠されていない車の車内に放火する

悪質な例もあります。不用意に車を放置しないことはも

ちろん、ボディーカバーは防炎製品を使用し、駐車場に

常夜灯を設置することなども有効です。

●放火危険個所の改善
　放火は、道路が狭く死角の多い場所や、街灯など明か

りが少ない場所、可燃物が不用意に放置されている場所

で発生しやすい傾向にあります。このような危険個所チ

ェック用の町内地図を作成して自分たちの住むまちの状

況を把握し、危険要因を排除するよう努めること、さら

に夜間巡回活動など「見せる警戒活動」を実施すること

も重要です。

を防ぐための主な注意点放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火

ののののののののののたたたたたたたたたためめめめめめめめめめのののののののののの注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意のための注意点点点点点点点点点点点高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者のののののののののの事事事事事事事事事事故故故故故故故故故故防防防防防防防防防防高齢者の事故防止止止止止止止止止止止 「
や
さ
し
さ
が　

走
る
こ
の
街　

こ
の
道
路
」

　

月
１
日（
水
）～
７
日（
火
）の
期
間
は
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Ｔ
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Ｏ
交
通
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ャ
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ペ
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キ
ャ
ン
ペ
ー
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東京消防庁管内における主な出火原因の推移（上位10位）
平成２１年平成２０年平成１９年

構成割合出火件数出火原因構成割合出火件数出火原因構成割合出火件数出火原因順位
３２．８%１,８３５放火・疑い３１．４%１,８０９放火・疑い３１．９%１,８５２放火・疑い１

１３．７%７６９た ば こ１４．２%８２１た ば こ１６．１%９３４た ば こ２

９．７%５４４ガステーブル等１０．１%５８３ガステーブル等１０．４%６０６ガステーブル等３

２．７%１５３火 遊 び２．９%１６８火 遊 び２．２%１３０火 遊 び４

１．９%１０９大型ガスコンロ２．０%１１３電気ストーブ１．６%９４大型ガスコンロ５

１．９%１０５電気ストーブ１．７%９７大型ガスコンロ１．５%８９電気ストーブ６

１．３%７４ラ イ タ ー１．３%７５コ ー ド１．３%７６コ ー ド７

１．２%６８溶 接 器１．２%７１ロ ウ ソ ク１．３%７４ラ イ タ ー８

１．１%６２ロ ウ ソ ク１．２%７０溶 接 器１．２%７０電気こんろ９

０．９%５３屋 内 線１．２%６８ラ イ タ ー１．１%６４ロ ウ ソ ク１０

５，６０１出火総件数５，７６３出火総件数５，８００出火総件数

● 通り慣れた道路であっても、横断歩道を渡
るなど交通ルールを守りましょう。
● 青信号でも必ず左右の安全を確認してか
ら横断しましょう。
● 外出時には、明るく目立つ服装を心掛け、
「反射材用品」を身に付けて車の運転者に
「自分の存在をアピール」しましょう。

　都内の高齢者（６５歳
以上）の交通事故死者
数は、全交通事故死者
数の約４割を占めて
いて、年齢層別では最
多となっています。また、自宅付近で事故に
遭われる方が多いのが特徴です。


